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◆頁 1172, 図‐6 走行回数‐変位関係を以下のように改める． 

◆頁 1174, 図‐7 走行回数‐変位分布（ケース１）を以下のように改める． 

（誤） 

図‐6が抜けている。 

図‐7の横軸表記が橋軸直角方向計測位置（mm）となっている。 

（正） 

図‐6を追加 

 

図‐7横軸表記を橋軸方向計測位置（mm）と修正 

 

図－6 走行回数－変位関係 
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図－7 走行回数－変位分布（ケース1） 
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